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2023～2024年度 テーマ CREATE HOPE in the WORLD　̶ 世界に希望を生み出そう ̶
2023～2024年度 R.I.会長 ゴードン R. マッキナリー （サウス・クイーンズフェリーRC／スコットランド、ウェストロージアン）
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会 長 挨 拶
会長　円田　浩司

　本日も定刻にお集まりいた
だき、誠にありがとうござい
ます。
　2日に行われた佐世保市主
催の空き缶回収キャンペーン
には、14名の会員とお子様2名にご参加いた
だき、ありがとうございました。また、佐
世保ロータリークラブとしての2023～2024
年度の例会以外の行事は、この清掃活動で
すべて終了となりました。年度を通して、
会員の皆様のご理解とご協力に心から感謝
申し上げます。
　皆さんは「フィルターバブル現象」とい
う言葉をご存知でしょうか。これは、イン
ターネットの検索サイトが提供するアルゴ
リズムが、利用者の検索履歴やクリック履
歴などを分析してその人が見たくない情報
を遮断する機能（フィルター）を持っていて、
まるで泡（バブル）の中に包まれたように
思想や行動特性に合わせたその人が見たい
情報を作為的に表示することを言います。
現代のインターネット体験はパーソナライ
ズされたもので、利用者ごとに最適化され
たコンテンツが表示されます。スポーツの
結果を知りたかったり買いたい物があると
きなどにはとても便利な機能ではあります
が、政治や経済などの話題ではおのずと似
た情報や同じ視点に囲まれてしまうため、
異なる意見が目に入りにくくなります。そ

の代表例が2016年のアメリカ大統領選挙で、
選挙期間中のFacebookでは、トランプ氏を
支持する人にはトランプ氏支持の投稿のみ、
クリントン氏を支持する人にはクリントン
氏支持の投稿のみが表示され、支持しない
党の情報は表示されず、自分が支持する党
を誰もが応援していると錯覚させたと言わ
れています。また、新型コロナウイルスワ
クチンに関しても同様の現象が見られてい
て、ワクチンの功罪についてその真偽は別
にして、あたかもそれが世界の真実である
かのように多くの人を錯覚させたと言われ
ています。極端に言えば、今、皆さんが目
にしているものや正しいと思っていること
が、他の人からは全く見えていなかったり、
間違いと思われることだったりするという
ことです。
　現代ではインターネットは、なくてはな
らない存在ですが、あまりに頼り過ぎれば
このような思考の偏りや社会からの孤立を
生むことになります。そうならないために、
自分のネット環境からアルゴリズムを外す
ことも難しくないようですが、それよりも
自分が見ている世界が真実とは限らないと
常に疑って、情報収集をインターネットの
みに頼ることなく、テレビや新聞など他の
媒体からも情報を集めたり、いろんな人と
積極的に情報交換をするようにすれば自然
と視野も広がりますので、皆さんも普段か
ら気がけられてはいかがでしょうか。。
　本日は例会に先立ちまして、第12回理事
会を開催いたしました。審議、協議した主

《本　　日》会員数 73名（出席規定免除 22名）・出席 46名・欠席 27名・（内免除者欠席 13名）・ビジター　　ゲ ス ト
1
0 名・出席率 63.01 ％

《 5月22日》会員数 73名（出席規定免除 21名）・出席 45名・欠席 28名・（内免除者欠席 14名）・メークアップ 4 名・修正出席率 83.05 ％
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な内容を報告いたします。
◦5/22職場訪問の報告、決算について
◦出席規定免除願について
◦クラブ協議会について
◦第13回最終理事会の日時、場所について
　以上、本日の会長挨拶ならびに報告とい
たします。

例 会 記 録
◯ロータリーソング「それでこそロータリー」
◯ゲスト卓話者
　国際ガストロノミー学会日本代表
　㈱フードロスバンク
　代表取締役社長　山田早輝子 様

幹 事 報 告
幹事　大神　吉史

1.国際ロータリー日本事務局
	 クラブ・地区支援室
　2025年カルガリー国際大会のご案内資料

2.国際ロータリー日本事務局　業務推進室
　2024年6月ロータリー親睦活動月間
　リソースのご案内

3.地区職業奉仕委員長	 矢野　京子	さん
　 新入会員へのWEBディスカッション開催

募集
　WEB開催日／6月19日㈬

4.佐世保市内8RC親睦ゴルフ大会
　ホストクラブ　ハウステンボス佐世保RC
	 会長　舛元　淳子	さん
　第50回 佐世保市内8RC親睦ゴルフ大会
　御礼と決算報告書

委員会報告
■奉仕プロジェクト委員会
	 委員長　坂本　　敏
　「空き缶回収キャンペーン」
に14名のご参加をいただきあ
りがとうございました。
　長島さんにおかれまして
は、娘さん、息子さんにも参
加していただきました。

■次年度公共イメージ委員会
	 委員長　坂本　　敏
　会員名簿の変更の資料を早めに返送お願
いします。

■財団・米山・補助金委員会
	 委員長　福田　金吾
　国際ロータリー財団（次年
度プログラム基金）へのご寄
附をいただきました。
　会員　円田　浩司 さん

■2024-25年度幹事	 古賀　久貴
　2024-25年度の組織図なら
びに活動計画表を提出させて
いただきます。お手元の資料
をご覧ください。

健康麻雀同好会
　坂元　　崇

「役員交代式記念健康麻雀大会」のご案内
　日時／2024年6月14日㈮
　　　　18：30集合
　場所／天牌荘
　会費／3,000円（場代は別途）
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ニコニコボックス
親睦活動委員会　甲斐　義博 

円田　浩司 会長、大神　吉史 幹事
出端　隆治 副幹事、草津　栄良 さん
廣瀬　章博 さん、橘髙　克和 さん
福田　金治 さん、松尾　　貴 さん
増本　一也 さん、内海　暢邦 さん
坂元　　崇 さん、田中丸善保 さん
池田　真秀 さん
　㈱フードロスバンク代表取締役　日本ガ
ストロノミー学会設立代表　山田早輝子様
の卓話に期待してニコニコします。

◇
ニコニコボックス 本日合計 13,000円
 累　　計 1,397,000円

卓　　　　話
「なぜ今食品ロス問題に向き合わなければ

ならないのか」

国際ガストロノミー学会日本代表
　㈱フードロスバンク

　代表取締役社長　山田早輝子	様
　食品ロスとは、まだ食べられるにもかか
わらず捨てられてしまう食品のことです。
現在世界中で多くの食料が無駄にされてし
まっています。食品ロスには大きくスー
パー・レストラン等の売れ残りなどの事業
系と家庭での食べ残しである家庭系の2種類
がありほぼ等量が廃棄されています。FAO
の報告によれば、世界では毎年約13億トン
の食料が廃棄されており、これは全食料生
産量の3分の1に相当、作られているものの3
分の1が食べられずに捨てられていることを
を意味します。日本においても2021年度に
は約523万トンの食品が廃棄されており（国
連WFPが2021年に実施した食料支援量の約
1.2倍）貧困や災害時の緊急支援に使われる

食料よりも、日本で廃棄される食品の量の
方が多いことを意味します。日本人一人当
たりになおすと「おにぎり1個」を毎日廃棄
していることになります。日本の食料自給
率は低く、輸入に頼る部分が多いにもかか
わらず、多くの食べ物が無駄になってしまっ
ており、この現状を変えるためには、社会
全体で食品ロス削減に取り組む必要があり
ます。食品ロスによる温室効果ガス発生量
は、全排出量の8.2％に当たり、航空機の排
出量1.4％と自動車による排出量10％と比較
しても大きな影響を与えていることを理解
できると思います。また、直接的な排出を
考えるだけでなく、フードシステム（生産・
加工・包装・流通・保管・調理・消費・廃棄）
全体を通して考えると生産工程では不良品

（傷・サイズ違い・いびつな形）の発生、包
装工程ではビニール袋や段ボールの使用、
流通工程では冷蔵・輸送のコスト…などを
トータルに考えると世界中で排出される温
室効果ガス発生の21～37％が食品ロスに
よって発生していると試算される程、大き
な問題です。食品ロスを放置すると、食料
資源の無駄遣いだけでなく、環境への悪影
響や将来的な食料危機にもつながります。
現時点でも全人口の1/9は十分な栄養を摂取
出来ていないのですから将来の人口増加も
見据えると、食品ロス削減はますます重要
になるでしょう。今、私たちは豊かで文化
的な食生活を送っていますが、子どもたち
の時代には今と同じ食生活を維持すること
が困難になるとも考えられます。
　日本では、2030年度までに事業系食品ロ
スを2000年度比で半減させる目標が設定さ
れています。家庭系食品ロスについても同
様の目標が掲げられ、一人ひとりが食品ロ
ス削減に意識を向けることが、この目標達
成には必要不可欠です。海外では外食時の
残り物を持ち帰る為の「ドギーバック」を
使用して食品ロスを減らす手法もあります
が、日本では厳しいPL法や湿潤な気候によ
る食中毒問題もあり普及が難しいという面
はありますが、環境保護と将来の食料危機
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回避のため、今こそ食品ロス問題に真剣に
取り組むべき時ではないでしょうか。
　フードロスバンクはサステナビリティを
経済的にもサステナブルにすることを目指
して始めた会社です。そのためにも「良い
ことをする＝寄付・ボランティア」の概念
から抜けて、地球にとっていいことが社会
や会社にとっても良いこと、また固定概念
にとらわれず少し形が悪いなどだけの理由
で使われない野菜や果物なども積極的に使
い、今までにないフードロス×ラグジュア
リーブランドなどのコラボレーションをど
んどん進めている会社です。例えばレスト
ラン・アルマーニとのコラボ企画では、形
の悪い食材を使用したコース料理を安売り
せず通常の価格で提供してもらいました。
結果は一番の注文数が入り、安売りしなく
ても皆さんに支持されるとの結果が得られ
ました。他にもANAの社員食堂にも形が悪
い等のワケあり商品を使っていただくこと
で、社員食堂の利用者は特に何をするわけ
でなくSDGsに参画できました。
　また国際ガストロノミー学会では国連な
どと連携し国際的に問題解決に努めており
ます。
　まずは自分でできること、会社としてで
きること、国際的にできること、全ての段
階で動くことで、皆で力を合わせて動かし
ていきたいと思っています。

　今回は当クラブ初のWEB卓話でした。

「編集後記」
　食料は食べ物全体を表し、食糧は主食を
中心とした食べ物を表します。食糧は大量
生産され、貯蔵や運搬が容易なものが多く、

「食糧難」「災害時の食糧支援」など、意味
に応じた表記が使われます。

クラブ会報・広報委員会 委 員 長：長野　哲也　　委　員： 岩崎　正俊・山口　幸生
副委員長：中川　知之　　 　　　　田村　和大・梅村尚一郎

（今週の担当：長野　哲也　カメラ担当：坂根　　毅）

＊今後の例会予定＊ 
 6月12日 新会員　藤野　啓介 さん
 株式会社十八親和銀行
 取締役専務執行役員
　　19日 クラブ協議会
　　26日 クラブ協議会

＊西海学園高等学校インターアクトクラブ例会予定＊
未定

＊長崎国際大学ローターアクトクラブ例会予定＊
未定

＊ 西海学園IAC、長崎国際大学RACにご出席されますと、 
メークアップにもなりますのでご活用ください。

＊ RACへご出席される方はお食事の要・不要の確認をい
たしますので、事務局までお知らせください。


